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福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
の
報
告

福
岡
発
、
持
続
可
能
な

都
市
成
長
を
支
え
る
人
材
の
育
成

公
益
財
団
法
人
「
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
」
は
、

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
支
援
に
よ
り
、
今
年
７
月
３
日
〜

９
日
の
日
程
で
ベ
ト
ナ
ム
国
家
ハ
ノ
イ
校
日
越
大
学

よ
り
日
本
語
や
日
本
地
域
文
化
を
学
ぶ
学
部
生
、
大

学
院
生
を
中
心
と
し
た
９
名
を
受
け
入
れ
、
「
持
続

可
能
な
都
市
成
長
を
支
え
る
人
材
の
育
成
」
に
関
連

し
た
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
研
究
所
は
福
岡
市
の
外
郭
団
体
と
し
て
、
福
岡

市
の
取
り
組
み
を
ア
ジ
ア
諸
国
に
広
く
紹
介
し
、
自

国
の
発
展
に
貢
献
し
て
も
ら
う
「
国
際
視
察
・
研

修
」
の
窓
口
業
務
に
長
く
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
を
踏
ま
え
、
都
市
の
成
長
に
強
く
影
響
す
る

「
経
済
」
「
環
境
」
「
福
祉
」
と
い
う
研
修
ニ
ー
ズ

の
高
い
分
野
を
テ
ー
マ
に
、
当
研
究
所
を
は
じ
め
、

福
岡
市
関
係
部
署
の
担
当
職
員
、
福
岡
市
に
立
地
す

る
大
学
（
西
南
学
院
大
学
、
中
村
学
園
大
学
、
福
岡

女
子
大
学
）
の
先
生
方
か
ら
の
講
義
や
、
日
本
人
学

生
や
国
際
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、

参
加
者
が
最
新
か
つ
包
括
的
な
専
門
知
識
や
ス
キ
ル

を
習
得
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し

た
。訪

日
前
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
実
施
し
、
参
加

者
を
３
チ
ー
ム
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
、
経
済
、
環
境
、

福
祉
分
野
で
、
問
題
解
決
の
た
め
の
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
福
岡
市
滞
在
中
に
は
、
毎
日

の
講
義
や
日
本
学
生
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
学
ん
だ
こ
と
を
反
映
し
て
、
問
題
解
決
の
糸
口
を

見
つ
け
て
も
ら
い
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
終
日
に
は
、
参

加
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
語
で
行

い
ま
し
た
。

３
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
「
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
経

済
協
力
」
「
ハ
ノ
イ
市
の
ご
み
処
理
問
題
」
「
福

祉
・
高
齢
化
」
と
題
し
た
プ
レ
ゼ
ン
を
行
い
、
ハ
ノ

イ
と
福
岡
の
制
度
や
文
化
の
比
較
や
、
問
題
点
な
ど

を
提
示
し
ま
し
た
。
こ

の
発
表
会
に
は
、
当
研

究
所
の
職
員
、
研
究
者

だ
け
で
な
く
、
ベ
ト
ナ

ム
国
家
ハ
ノ
イ
校
日
越

大
学
の
職
員
も
オ
ン
ラ

イ
ン
を
通
し
て
参
加
し
、

質
疑
応
答
を
通
し
て
、

参
加
者
に
よ
り
深
く
問

題
を
理
解
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
派
遣
元
に
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
成
果
を
実

感
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

初
日
に
は
、
当
研
究

所
の
研
究
員
か
ら
「
福

岡
市
の
ア
ジ
ア
交
流
拠

点
都
市
づ
く
り
（
都
市

政
策
）
」
に
つ
い
て
レ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激
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（福岡アジア都市研究所
常務理事・事務局長）

再処理施設の視察

西南学院大でのワークショップ
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ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
の
ち
、
参
加
者
が
準
備
し
て
き

た
各
自
の
研
修
テ
ー
マ
を
発
表
し
、
問
題
意
識
と
学

ぶ
視
点
・
方
法
、
さ
ら
に
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

目
指
す
ゴ
ー
ル
の
共
有
を
図
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
福
岡
市
の
「
水
問
題
」
対
策
（
再
生

水
事
業
）
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
市
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
な
が
ら
現
場
を
視
察
し
、
そ
の
後
「
福
岡

と
ベ
ト
ナ
ム
の
環
境
問
題
」
に
つ
い
て
福
岡
女
子
大

学
環
境
科
学
科
の
先
生
の
指
導
の
下
、
地
元
大
学
生

と
の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
福
岡
市
職
員
か
ら
高
齢
化
問
題
と
福

祉
政
策
の
現
状
と
課
題
に
関
す
る
講
義
を
受
け
て
か

ら
、
西
南
学
院
大
学
社
会
福
祉
学
科
の
先
生
に
よ
る

指
導
の
下
、
ゼ
ミ
の
日
本
人
学
生
と
「
福
岡
と
ベ
ト

ナ
ム
の
福
祉
問
題
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

参
加
し
、
活
発
に
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。

４
日
目
は
、
福
岡
市
職
員
に
よ
る
「
福
岡
市
の
海

外
人
材
起
業
支
援
政
策
と
展
望
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と

福
岡
市
の
官
民
共
働
型
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
施
設

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
学
園
大
学
キ

ャ
リ
ア
開
発
学
科
の
先
生
か
ら
「
福
岡
の
中
小
企
業

の
ベ
ト
ナ
ム
進
出
」
に
つ
い
て
の
講
義
を
受
け
、
日

越
間
の
経
済
交
流
や
企
業
進
出
の
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
学
習
し
ま
し
た
。

５
日
目
は
、
福
岡
ア
ジ
ア
都
市
研
究
所
の
研
究
員

よ
り
「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
目
指
す
福
岡
市
の
新

た
な
成
長
戦
略
」
が
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
研
修
成
果

の
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
問
題
意

識
の
整
理
を
は
じ
め
、
テ
ー
マ
の
絞
り
込
み
や
議
論

展
開
の
ロ
ジ
ッ
ク
等
に
つ
い
て
、
研
究
所
の
担
当
者

か
ら
温
か
く
も
厳
し
い
講
評
を
受
け
、
福
岡
で
学
ん

だ
こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
形

成
や
研
究
生
活
に
活
か
す
手
が
か
り
を
つ
か
め
る
よ

う
、
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

ア
ジ
ア
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
を
め
ざ
す
福
岡
市
で
は
、

長
年
に
わ
た
り
ア
ジ
ア
か
ら
多
く
の
留
学
生
を
受
け

入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡
市
と
当
研
究
所
は
、

国
際
視
察
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
都
市
づ
く

り
の
経
験
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極
的
に
対
外
発
信
し
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
際
的
創
業
・
就
業
の
国
家
戦

略
特
区
と
認
定
さ
れ
て
か
ら
、
福
岡
市
は
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
と
活
躍
の
場
づ
く
り
に
い
っ
そ
う
積

極
的
に
取
り
組
み
、
国
際
貢
献
を
通
じ
た
ビ
ジ
ネ
ス

展
開
を
政
策
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
修
を
通
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
優
秀
な
学

生
た
ち
が
日
本
の
大
学
の
進
ん
だ
研
究
や
教
育
を
学

び
、
住
み
よ
い
都
市
づ
く
り
の
現
場
を
視
察
す
る
だ

け
で
な
く
、
日
本
人
学
生
や
国
際
学
生
と
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
等
の
交
流
に
よ
り
、
日
本
社
会
へ
の
理
解

を
深
め
、
日
本
留
学
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
や
、

日
本
企
業
へ
の
就
職
な
ど
日
越
経
済
文
化
交
流
の
架

け
橋
と
な
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

我
々
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
将
来
を
担
う
優
秀
な
学
生

を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
教
育
や
交
流
に
向
け
た
関

係
構
築
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
を
は

じ
め
、
ア
セ
ア
ン
そ
し
て
世
界
に
貢
献
し
続
け
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
Ｊ
Ｓ
Ｔ
に
改
め
て
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

◎
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
の
感
想

高
温
多
湿
の
中
、
バ
ス
や
地
下
鉄
を
駆
使
し
て
、

市
内
の
大
学
や
施
設
を
訪
問
す
る
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
加
え
、
最
終
日
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
準

備
も
あ
り
、
学
生
に
は
と
て
も
ハ
ー
ド
な
一
週
間
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
「
発
表
の
た
め
、
宿
泊
施
設

で
夜
遅
く
ま
で
チ
ー
ム
で
議
論
し
と
て
も
疲
れ
た
」

と
の
声
の
一
方
で
、
「
乗
り
越
え
る
こ
と
で
自
己
成

長
し
、
自
信
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
の
声
も

あ
り
、
決
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
受
動
的
に
参
加
す

る
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
学
ぶ
経
験
は

大
き
な
成
果
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
あ
る
参
加
者
に
「
一
番
楽
し
か
っ
た
の

は
？
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
「
日
本
の
学
生
た
ち

と
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま

し
た
。
文
化
の
違
い
を
超
え
て
、
共
に
意
見
を
交
わ

す
経
験
は
や
は
り
心
に
残
る
も
の
で
、
今
後
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
も
是
非
、
加
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
学
の
先
生
に
よ
る
と
、
留

学
生
が
多
く
学
ん
で
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
違
う
た
め
、
日
本
の
学
生
と
ひ
と
つ
の

テ
ー
マ
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
機
会
は
あ
ま
り

な
い
、
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
研
究
所
と
し
て
も
、

福
岡
市
の
大
学
生
に
ア
ジ
ア
か
ら
の
学
生
と
触
れ
合

う
機
会
を
提
供
で
き
た
こ
と
は
、
大
き
な
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

修了式に臨むベトナム国家ハノイ校日越大学の学生ら




